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はじめに
　「永久の魅力」をもつもの，として讃えられる古代ギリシアの叙事詩『イーリアス』と『オデュッ
セイア』は，ヨーロッパ文学の宝庫のなかの珠玉であり，また世界文化の名品でもある。後世の
多くの作家がそこから豊富なエッセンスを吸収した。彼らの創作は，程度の差こそあれ，いずれ
もこの二篇の叙事詩の影響を受けている。西洋文学の発展史，さらには世界文学史の上において，
これら二篇の占める位置ぽきわめて大きい。さて，ではこのように優れた叙事詩を作ったのは誰
なのか。民問伝説によれば，それは古代ギリシアの盲目の一詩人ホメロスであるといわれている。
彼は紀元前9～8世紀の人物で，古代ギリシアの二名作は，まさに世界的に有名なこのホメロス
が，小アジアー帯で民間に口伝されていた短い叙事詩を基礎として集大成したものとされる。こ
ののち，作品は唄い語りの口承のかたちで引き続き伝播し，紀元前8～7世紀になってはじめて
文字に記録された。さらに1世紀あまりが過ぎるう、ちに，作品は世に伝わる最終的な形として記
録され，ようやく固定するのである。これがすなわち，今日の我々が見るホメロスの叙事詩にほ
かならない。古代ギリシア社会の歴史および文化の発展の記載は非常に零細なのではあるが，二
大長編の発生，発展，そして最終的な成立の過程まで，少なくとも3世紀あまりの長い年月を経
ていることは，上記の簡単な説明のなかから容易に知ることができる。こうした過程においてホ
メロスが実在したのか否か，という問題について学術界にはなお疑義が存在している。かりに今
ここで，我々がしばらくその実在を認めるという立場をとるとしても，それでもやはり，これら
二篇の叙事詩が多くの民間の説唱芸人の営みの結晶を体現し，何世代もの人々に受けつがれる聞
にその心血を吸いこんできた，という点は認めることができよう。ホメロス以前において，多く
の唄い手の吟遊伝承が，叙事詩の豊かな基礎を築いた。ホメロス以後においても，文章として固
定するまでには，さらなる説唱芸人たちがホメロスの編んだ叙事詩を保存しようと努力し，これ
に続いて，叙事詩を記録した文人らがその事業に辛苦をはらった，ということも推測にかたくな
い。叙事詩がいまだ固定した文章として成立していない長い歳月のあいだに，説唱詩人たちがそ
れを保存し，語り伝え，記録した。その過程において，彼らは白分の感情の色あいや才知の閃き
を，詩のなかに溶けこませたであろう。彼ら多くの無名の芸人たちが，ギリシア叙事詩の彫琢に
貢献したことは，誰も疑うことはできまい。しかしながら遺憾なことに，彼らはみな現在までに
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無情な歴史の塵挨のなかに埋もれてしまった。今では，ひとりホメロスの名が知られるのみとなっ
てしまったが，事実上ホメロスとは，二叙事詩を創作した多くの民間芸人の総称と見なしたほう
が，より妥当であるといえるだろう。
　こうした歴史上の忘却を惜しんだとしても，我々は後代の人間として，もはやなすすべをもた
ない。しかし我々はかえってここから，ひとつの有益な教訓を得ることができる。現在，我々中
国の大地には，注目すべき長編叙事詩『ケサル王伝（格薩爾王伝）』が今なお人々のあいだに流
伝している。そして叙事詩を保存し，伝播する説唱芸人や書写職人が，依然として民問で活躍し
ているのである。我々の叙事詩は，今まさに生成過程にある。ギリシア叙事詩の成立の段階でい
えば，ちょうど口承文学から筆記文学へ，それも最終的な叙事詩の定本へと移行する過渡期にあ
たることになる。中国の民問芸人が，自分たちの世代が継承した叙事詩をいかに尊重し，そこに
血と涙の代価を注ぎこんでいることだろうか。我々はこれを目のあたりにし，かの激動する高原
で人々を深く魅了する叙事詩の旋律を，この耳で聴くこともできる。ホメロス研究者たちにくら
べて，中国の『ケサル』叙事詩研究者は幸運に恵まれている。我々はホメロスの生没年代につい
て困難な考証をする必要はないし，ましてやホメロスの詩の流伝形式や説唱形式についての難解
な問劉こ悩まされるということもない。なぜならば，『ケサル王伝』を語り伝える“ホメロス”は，
いま現在も中国に生きているのだから。
　「ホメロスの芸術上の才能は，溶鉱炉のようなものである。そこに投じられて，民間の故事や
詩歌や詩の断片という鉱石は，純金に錬成されるのだ。」（ベリンスキー）のたとえにならうなら
ば，中国にいる多くのチベット族・モンゴル族・トゥー族の芸人はまさにひとつの巨大な溶鉱炉
群である。彼らの手で世界の民族文化の黄金が鋳錬され，同時に，それらはまた人類文化の逸品
たる宝庫を形成する。ここに秘蔵された先人たちの智恵の結晶は，時を越えて現代に語りかけて
いる。こうした意義において，叙事詩を説唱する芸人と叙事詩それ自体とは，等しく見逃すこと
のできない重要な価値をもつ。したがって，説唱芸人の研究は『ケサル王伝』研究領域における
重要な課題といえよう。本報告は，中国の『ケサル』説唱芸人の分布・各民族ごとの芸人の異同・
チベット族の芸人に見られる類別について論述するものである。
一．『ケサル』説唱芸人の分布
　広大な境域をもち，あらゆる交通がきわめて不便なチベット族・モンゴル族・トゥー一族の地区
を対象とするため，現在なお健在な芸人の人数を正確に掌握することは相当に困難であると考え
なければならない。これに歴史的な困難などが加わるため，我々が芸人の状況を全面的に掌握す
ることは，ますます困難の度を増すことになる。このような条件下にはあったが，数年の期間を
費やして私と私の共同研究者はと．もに努力を重ね，現在までに，芸人の概況をほぼ明らかにする
ところまで漕ぎつけた。
　中国の『ケサル』芸人の分布状況は，以下のとおりである。調査の結果，総数111人の芸人が
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今も民問に生活しており，これに1949年から近年までに没した有名な芸人一たとえば，パージェ
（琶傑）（モンゴル族，1902～1960年）・チャパ（札巴）（チベット族，1904～1986年）・ゴムプ（貢
布）（トゥー族，1990～1974年）など一を含めると114人となる。そのうちチベット族の芸人は
99名，モンゴル族の芸人は9人，トゥー族の芸人は6人である。主な分布地は，甘粛省・青海省・
チベット自治区・四川省・雲南省・内モンゴル自治区・新彊ウイグル自治区などの七つの省や自
治区の各民族居住区にまたがっている。
　チベット族の芸人は，主として甘粛省・青海省・チベット自治区・四川省・雲甫省の五つの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　アムド　　　　　　カム省・区に分布する。そのなかでも特に，安多方言と康方言を使うチベット族のなかに多く居住し
　　　　　　　　　ドカムており，したがって多康地区（1）に分布の集中がみられる。
　99人のチベット族の芸人のうち，チベット自治区に分布するものは45人，青海省には38人，雲
南省には6人，甘粛省甘南州には4人，四川省には6人が居住する。チベット自治区・青海省各
地の芸人の分布は下表を参照されたい。
チベット自治区 青海
カ。リ ナクチュカ チャムド タングラ
阿里 那曲 昌都 果洛 玉樹 黄南 海甫 唐古拉郷 海西 海北
9 211511 9 8 7 1 1 1
　モンゴル族の芸人は主として内モンゴル自治区と新彊ウイグル自治区に分布するが，現在はも
う多くはいない。そのなかでも，たとえば著名な芸人であるパージェは，かつて内モンゴルの哲
リ　ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バーリン里木盟一帯で名をはせた芸人であったが，早くにそこから去っている。現在まだ健在な巴林右旗
のサンプラ＝ノロプ（参布拉洛日布）やスルフォンカ（蘇魯豊嘆），および査右中旗のロプサン（洛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウィラ　ト布桑）らはみな，人々から愛される優秀な説唱芸人である。新彊の説唱芸人の大部分は衛拉特モ
　　　　　　　　　ポルォ　　フプクチャル　　ニルク　　フチンンゴル族居住区や，博楽・和布克奏爾・尼勒克・和静などの県に居住し，いずれも民問において
活動している。ユ984年にラサでおこなわれた芸人の合同公演に参加したルルフ（魯如甫）・ウ
トゥク（呉図克）・ドルジ（遣爾吉）などは，全員が幼いころから年長の芸人の薫陶を受けて成
長した芸人たちである。
　トゥー族の芸人の主要な活動地は青海互助トゥー族自治県の一帯である。1949年以前，こ・こで
説唱をする芸人は少なくなかった。たとえば，1948年に■ドイツの宣教師であるドミニコのゼル
ダ（2）に唄って聞かせたゴムプや，彼と同時期の何人かの芸人たちである。現在では，いろいろ
な理由からこの地域の芸人は非常に少なくなって’しまったし，またなかには，さほど説唱できな
い者もいるが，今もところまだわずかに李生全（3）・黄金山（4）・・ウジマ（烏日璃）・タンカ（旦
腹1）（5）などがいる。
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　モンゴル族・トゥー族の芸人には，すでに若い人がいなくなっており，おおむね60歳から70歳
の老人である。しかもそのなかには，老年と病気のために説唱ができなくなった者もいる。しか
し，チベット族居住区においてのみは，いまなお若い芸人が次々と発見されていて，たとえばチ
ベット白治区申札県の20歳のツェリンチェントゥ（次任占堆）や，青海省果洛州の21歳のグシ
ギェンツェン（格日堅参）がいる二とはいえ，総体として見れば，芸人の年齢は徐々に老化の一
途をたどり，かつ人数もまた年を追うごとに減少の傾向をたどっている。
　もちろんのこと上記した統計的数字は，いまだ不完全なデータに過ぎない（6）。おそらく実際
の芸人の数は，この数字よりも多いと見て正しいだろう。このことを勘案すれば，現在よりも多
数にのぼったであろう1949年以前の芸人の数を類推することが可能となり，『ケサル』の流伝が
盛んな時期における芸人の数を見積もることができる。ここに，中国における叙事詩『ケサル』
の広汎な流伝の状況を看取することは困難ではあるまい。
二．チベット・モンゴル・トゥー族の芸人に見る共通点と相違点
　上述したチベット族・モンゴル族・トゥー族の芸人は，ただその民族が異なるばかりでなく，
言語と生活習慣も異なるし，地理的にも遠く離れているので，それぞれの地域の隔たりには大き
なものがある。だが，それにもかかわらず，三者の間には多くの未通点が存在している。筆者が，
三民族に流伝するこの叙事詩を一括して研究し，三民族の説唱芸人を一括して考察しようとする
主な要因のひとつは，このことにある。
　三者に共通する特性とは，第一に，芸人の説唱において表現される主要な物語の内容が一致，
ないし相似することである。三つの民族の芸人は，異なる言語を操りつつも同一の昔語りを説唱
し，三者ともみな同じく一人の英雄　　ケサル（モンコル族は音韻変化によってゲセルという）
　　を賞賛し，妖魔を伏滅しようとする人類の正義の戦いが，この英雄によって達成されていく
ことを賞賛するのである。
　第二に，これらの芸人の説唱の形式が，たがいに近似していることを挙げることができる。彼
らはみな散文と韻文を交互に物語る形式を採用しており，語っては唄い，唄っては語りながら説
唱を進めていく。これは叙事詩が流伝する際の主要な形質のひとつである。この同じ形式のもと
でも，小さな相違はある。すなわち，モンゴル族の場合，叙事詩の韻文部分の占める割合が比較
的大きく，芸人によっては語りの部分においても韻を踏む。押韻は，一韻到底の形式をとる。トゥー
族の芸人は，トゥー族の言語とチベット語とを交互に用いて，散文と韻文の説唱を進める。つま
り，チベット語を使って韻文部分を吟唱し，こののちトゥー族のことばを使って解釈を加えると
いうもので，チベット語の吟唱体でひとくぎり，トゥー族の口語体でひとくぎり，というふうに
進行していく。語りと唄いとに二つの民族の異なる言語を使用するのではあるが，それがかえっ
て韻文と散文が調和したひとつの芸術形式を生み出している。そのうち，吟唱の占める割合は相
対的に少なめであって，叙述部分がかなり多い。語りは，単に吟唱部分の簡単な重複や解釈であ
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るだけでなく，同時に，物語の展開と前後の繋がりを説明する作用を受けもつ。トゥー族の『ケ
サル』に見るこの流伝形式は，民問文学の分野においてほとんど知られていない事例であり，さ
らに考究されるべき価値を持つものである（7）。
　第三の，そして最も重要な共通点は，これら三民族の説唱芸人らが押しなべて超人的な才能を
備えていることである。彼らの記憶力は常人をはるかに上まわり，叙事詩の内容を完全に暗唱す
ることができる。同時に，彼らはみな豊かな経歴をもち，ぬきんでた弁舌の才と声にめぐまれ，
人々から深く愛されている。彼らはみな，民族文化の継承と伝播，そして発展にとって，なくて
はならぬ人材である。
　ところが，新申国の成立以前において各民族の置かれていた発展段階がまちまちであり，加え
てそれぞれの民族文化の流伝に制約があったため，各民族の間には，明らかな差異も認められる。
　この差異はまず，叙事詩の継承において現れている。モンゴル族の芸人とトゥー族の芸人には，
どちらも比較的明確な師弟関係が認められる。彼らはまたこの師弟関係を非常に重んじ，師匠（師
付）を尊敬する。そして，叙事詩の内容も説唱のやりかたも，すべて師匠のそれを継承し，「何々
師匠の弟子である」であるとして，みずからを誇る。特にモンゴル族の芸人は，説唱を学ぶ際に
特定の叙事詩の唱本があり，みなそれに従って説唱をする（8）。これら二民族に対して，チベッ
ト族の芸人は，叙事詩の継承のしかたが大きく異なる。彼らには一般的に師匠の指導や助力とい
うものはない。けれども叙事詩を聴く環境に長いあいだ身を置くことによって薫陶され，知らず
知らずのうちに叙事詩を説唱することを覚えるのである。彼らの多くは教育を受けておらず，チ
ベット文の読み書きができない。文字も知らぬ人問が，どうして全詩を暗唱できるのだろうか。
人々は，充分な知識がないままに，この不思議な現象の謎解きをする一いわく，これは神の力
に違いない，神が授けたものなのだ。神が，叙事詩の物語を彼らの頭のなかに降されたからなの
だ，と。
　叙事詩の継承の形式が異なることは，さらにまた別の相違点をもたらしている。それはつまり，
芸人に具わる神秘性の程度の違いである。モンゴル族・トゥー族の芸人は師弟関係をもち，叙事
詩は師匠から伝授される。彼らが叙事詩の説唱を学ぶとは，順を追って章ごとに覚えこむことで
あるから，芸人は衆人のなかのごく普通の人間として現れ，神秘的な色彩はない。人々の心理の
うえでも，彼は普通の人間，ただ唄い語りの才能がある芸人であるに過ぎない。ところがチベッ
トの人々の問では，神与の才能にあずかる彼ら芸人に対して，ある種の畏怖と神秘の観念が存在
する。もちろん，この種の神秘的色彩は多くの原因に由来するだろう。特に，チベット族社会の
発展が緩慢であったこと，人々の信仰心が篤かったことが，この叙事詩の来源を暖味にさせ，ま
た，民問芸人の説唱形式におけるいくつかの伝統的作法，たとえば桑を火であぶったり，神に捧
げものをしたり，祈藤をしたりといったことが彼らの神秘的色彩を増幅している。そのうえ芸人
のなかには，シャーマンの職を兼ねる者もいる。彼らは民問説唱芸人でありながら，同時に神お
ろしでもあるとされ，占い師（ラパLha－pa）（9）でもあるとあって，人々のなかで芸人への畏敬は
いやましに高まるのであるから，その神秘的色彩のほどはいうまでもない。
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　相違の第三は，叙事詩『ケサル』が口承文学から筆記文学に移行するという過程として見たと
き，各民族の叙事詩の位置する段階が異なるという点である。モンゴル族とトゥー族の場合，地
理的条件の関係から，社会的機構や社会的進歩，経済的発展などの面でかなり開放的であり，ま
た多くの外来文化に接するため，民族文化全般の水準がつねに向上してきた。したがって『ケサ
ル』という叙事詩の民問における口承形式は，どんどん少なくなってきており，モンゴル族地区
にあっては，叙事詩の筆記作晶が大量に流布している。このような状況のもとで，口承説唱は，
徐々にその地位を写本や木版本などの流伝にとって代わられ，民間の説唱芸人も次第に減少しつ
つある。現在のところ，これらの地域における叙事詩『ケサル』は，口承形式から筆記形式への
過度期の最終段階にあり，基本的には筆記形式にゆきつく趨勢にある。何人かの芸人について言
えば，彼らはみな書物（師付が受け継いできた）に依拠して説唱し，説唱の内容もみなすでに型
の固定した筆記形式の叙事詩なのである。しかし，チベット族は違う。文化が比較的発達した徳
格や玉樹や青海東部のチベット族地区を除くと，手写本や木版本がある一方で，文字を知らない
民問芸人が現在でもまだ多く存在する。つまりチベット族の場合，口承形式から筆記形式へと『ケ
サル』が移行する過程にあって，完全に筆記化されるまでには現在でもまだかなりの距離がある
わけである。
　以上のようないくつかの違いから，チベット族の民間の芸人は，人数のうえでモンゴル族や
トゥー族をはるかに凌駕しているのみでなく，芸人の種類という点でも，きわめて複雑多様な様
相を示している。したがって，チベット族の芸人に対する具体的な分析と分類とが必要になるし，
こうした最も初期的な形態を考査することは，芸人の発生の初源，そして彼らが叙事詩生成に果
たした役割を考えるうえで，我々にとって恰好の拠り所となるだろう。
三一チベット族説唱芸人の類別
　チベット族の『ケサル』説唱芸人は人数が多く，分布も広域にわたるため，科学的立場から確
実な分類を進めるには困難な条件にある。このため，ここ数年の間に筆者はもっぱら芸人を探訪
する調査をおこない，現在まですでに芸人の概況に関する基礎的なデータを整えた。芸人の説唱
の内容は基本的に一致しているので，説唱内容によって分類することは明らかに不可能である。
また，その説唱する叙事詩の形式もおおむね均一で，どの芸人も散文・韻文の結合した説唱体を
とるから，形式のうえで区分することもできない。こうしたことから筆者は，民問において芸人
がもともとどのように呼ばれていたか，という点を指標とし，同時にその芸人が物語をどのよう
にして会得したか，という点を参考としつつ分類を試みた。もちろん，物語を会得した顛末とな
ると、主として芸人あるいは人々の認識や呼称によってつかむことになるから，字義からしてひ
どく神秘的色彩が強いのであるが，しかしこのような方法によってはじめて，ある芸人たちと，
他の芸人たちとを画する特徴を一目瞭然に提示し，分類の目的を達成することができると思われ
る。
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　『ケサル』説唱芸人に対する一般的な呼びかた，「ドゥンケン」（sgru㎎mkhan）とは，伝説
の語り部，あるいは伝説に精通した人の意味をもつ。ここでいう「ドゥン」は伝説，すなわち『ケ
サル』を指している。彼らは大きく五つのグループに分けることができる。つまり　①神授の芸
人，　②聞き覚えの芸人，　③掘蔵の芸人，　④読み語りの芸人，⑤円鏡の芸人，の五グループ
である。以下，それぞれについて分析してみよう。
①神授の芸人
　「神授の芸人」は，チベット語で「バードゥン」（‘babs　sgru㎎）と呼ぶ。幼くして授けられた
伝説，の意味である。このグループの芸人がみずから語るところによれば，幼いころに奇怪な夢
を見て，夢から醒めたあと，習いもしないのに自然に説唱ができるようになっていたという。以
来，叙事詩を説唱する暮らしが始まり，説唱のレパートリーは，はじめ少ないが次第に増え，徐々
に名人芸に達するとのことである。夢の内容は，ほかでもなく，『ケサル』のある場面のなかで，
ある神や，ある英雄が，彼に対して「生涯『ケサル』を説唱せよ」と命令するというものであり，
これが彼に一種の使命感を植えつけ，夢から醒めたあとすぐさま，ケサル王の嚇々たる功績を顕
彰する説唱を始めるのである。彼らの大部分は教育を受けていないため，夢をみるという複雑な
生理現象を理解することができず，夢のなかで会得した伝説は神が授けたものであり，神が彼に
説唱をするよう指示したのだと考える。そこで，彼らはみずから「神授の芸人」と称する。
　調査の結果，現在わが国のチベット族地区には約26人の「神授の芸人」がいる。チャパ老人（1986
年に81歳で亡くなった）を除けば，那曲地区の78歳になる芸人アタルが最年長者であり，最年少
は，那曲地区申札県の20歳の芸人ツェリンチェントゥである。「神授の芸人」は，主にチベット
の那曲・昌都両地区に居住している。彼らの特徴を，いくつか挙げてみよう。
　（一）記憶力が群を抜いていること。彼らはほとんど全員が字を知らない。自分の名を書けな
いし，チベット文字をまったく知らないのである。ところが，これとは裏腹に，彼らは超人的な
記憶力をもっている。彼らはみな，10部から20部の叙事詩を流暢に説唱し，なかには数10部も語
る者さえいる。1部め分量は，最もひかえめに見積もっても，散文部分を除いた詩の部分だけで
約5000行あるから，20部とすると10万行の詩となる。これだけの話と詩をすべて自分の頭のなか
にしまいこみ，聴衆が，あのくだりを聴きたいといえば，芸人たちは，まるでコンピューターの
データバンクから自在に情報を引き出すように，すぐさまその部分を説唱する。理解しがたいこ
とかも知れないが，しかしこれは事実なのだ。
　昌都地区辺壌県の著名な芸人チャパは，チベット文字を知らなかったが，42部も説唱すること
ができた。彼は1986年11月に世を去るまでに，約半分の25部を録音したが，そのテープは770余
巻にものぼる。那曲の32歳の女芸人ユイメイ（玉梅）は，74部を説唱することができるとみずか
らら報告しており，現在までにそのなかの3大宗（大部）・16小宗（小部）を700巻余りのテープ
に録音した。丁青県の芸人サンチュ（桑珠）は，今までに23部1260巻のテープを録音した。青海
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で著名な唐古拉郷の芸人ツェランワントゥ（才譲旺堆）は148部を説唱する．ことができ，現在ま
でに彼の説唱にしかない4部を録音しおえた（10）。これら4部のテープは，それぞれ47巻・48巻・
48巻・104巻に分類される。
　以上の数字は，彼ら目に一丁字もない芸人たちが，まさに魯人先生いうところの「字を知らぬ
作家」の称号に恥じない者であること，彼らが尋常ならざる記憶力の持ち主であることを証明す
るに足る。このほかにも，彼らはみな非凡な語りの才能をもち，民衆のことばを豊富に用いて叙
事詩『ケサル』の情景をありありと聴衆の前に繰りひろげてみせる術にも長じている。人々は，
これによって教育され，穏和で優美な資質へと陶冶される。彼ら芸人は叙事詩の担い手として，
知識の宝庫である叙事詩を現在まで保存しつづけてきた。彼らの聡明な才知と，民族の文化遺産
に対する熱心な愛着がなければ，決して今日の『ケサル』はなかったであろう。
　（二）いずれも子供のときに夢を見て，夢から醒めたのち説唱を生業としはじめたこと。彼ら
のほとんどは，■自分が子供のときに夢を見たと称するが，夢を見た年齢と，夢の内容は人によっ
てまちまちである。彼らが夢を見た年齢を見ていただこう。チャパは11歳，ユイメイは16歳，サ
ンチュは15歳，ツェワンジンメイ（次旺俊美）は13歳，ツェランワントゥも13歳，チャパセンゲ
（礼巴森格）は16歳である。夢は，すべて『ケサル』に関わるものであるが，その具体的内容は
異なる。ある者は，『ケサル』のなかのある場面を夢に見て，あたかも自分がかつてその場所に
いたような気になる。たとえばツェワンジンメイの場合が，これである。またある者は，夢のな
かで叙事詩の神や英雄が，ケサルの生涯の事蹟を宣揚するよう自分に対して命令したので，この
のちずっと説唱しつづけるという。チャパやユイメイが，この例である。ある者は，夢のなかで
大量の叙事詩の写本を読むらしい（彼らは字を知らないのであるが）。こうして叙事詩の内容を
知ったのが，たとえばサンチュである。さらにある者は継続的に夢を見つづけ，今日はここ，明
日はあそこ，という具合に叙事詩の内容を毎日のように夢に見て，それが連年絶えることなく続
くらしい。このタイプの芸人の場合，絶えることのない夢によって，説唱の内容がどんどん送り
　　　　　　　　　　　　　　ソクこまれる。たとえば，那曲地区索県の芸人チュクチャ（曲札）や，ツェランワントゥが，これに
当たる。夢は「神授の芸人」と特殊な関係にあると思われる（11）。
　（三）彼らの多くは，代々芸人であった家庭，および『ケサル』が広く流伝している地域で成
長した。「神授の芸人」には，その父や祖父の代にかなり有名な説唱芸人が出ている者が少なく
ない。父が「神授の芸人」であるため，産声をあげたときから芸人の家庭にあって，『ケサル』
が説唱される環境のなかで潜在的な影響を受けて育ち，次第にみずからが芸人へと成長していっ
た者がある。たとえば，那曲の芸人ユイメイ・サンチュ・ツェリンチェントゥ・ゲドゥ（格多），
昌都のアチュペルデン（阿覚班丹），青海省果洛州のアンジ（昂日）など7人は，みな芸人の家
柄に生まれている。ユイメイの父のルォタ（洛達）は那曲の索県一帯で有名な芸人であり，その
昔，ソクのゾン（現在の那曲地区索県。＊かつて地方行政官の所在地ないし行政区画をゾンと称
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した。）の顕官貴人が彼を家に招いて数箇月にわたって説唱させたといわれ，その土地ではすこ
ぶる人気があった。サンチュ芸人の故郷は丁青県にあり，ユイメイの故郷と隣りあわせている。
彼は幼いとき，ルォタの説唱をしばしば聴いていた。ルォタの堂々とした体躯と綴密で深みある
説唱とは，サンチュに強い印象を刻みつけた。ユイメイは，まさにこの父親の身辺で育ったので
あるから，こうした環境の薫陶を受けたことは想像にかたくない。昌都地区江達県の52歳の芸人
アチュペルデンの場合，その父のタシートントゥプ（札西頓珠）がその土地で有名な「神授の芸
人」であった。安多県の34歳のゲドゥは，18大宗・13小宗の説唱をこなす若い「神授の芸人」で
ある。彼の父親も有名な芸人であり，土地の人々から「那曲のドゥンケン，ドルジェペルデン（多
吉班単）」と呼ばれ，第13代の『ケサル』説唱芸人であるとの伝説がささやかれた人物であった。
このほかの「神授の芸人」も，だいたいチベットの那曲地区と昌都地区に居住する。説唱芸人の
分布から見て，これらの地区は叙事詩が広く流布し，同時に各種の写本・木版本も広まっている
地区である。幼児期から彼らの耳目を育て，すぐれた芸人にしたてたのは，この決定的な環境条
件であろう。
　（四）みな，特殊な生活経歴をもっていること。「神授の芸人」は教育を受けず，旧社会にお
ける低い身分の層から出ている。彼らの暮らしはきわめて貧しく，まま生活にゆきづまっては，
あちこちを吟遊して生きる道を得ようとした。このため，彼らは巡礼や商人に加わって，ともに
旅をし，高原の聖山や神の湖など名勝古迩を経めぐった。説唱しながら高原を放浪して自分の人
生の大半を費やすうちに，彼らは経験を豊かにし，見聞を広め，のびのびと広やかな心をもつよ
うになった。これとともに，彼らの説唱する叙事詩は，流浪のなかで充実し，練りあげられた。
他の芸人たちと比較すると，彼らの語る内容は整って］貫性を保ち，豊富なことばで彩られて詳
しく，人を魅きつける力をもっている。このことが一つの強みとなって，彼らは叙事詩の説唱芸
人のうち，ひときわ傑出した者たちとなった。我々は，最も優秀な芸人であるチャパ・サンチュ・
ユイチュ（玉珠）・ツェランワントゥの経歴のなかに，この事実を認めることができる。
　彼らは人々のなかに広範な影響力をもっていたため，建国以来のたびかさなる政治運動のさな
か，彼らの受ける苦難は倍加した。このことによって，もともと曲折のある彼らの人生は，また
新たな障害を抱えることになった。これらの芸人は，大部分がすでに古稀を越えている。彼らは
ほぼ完全に『ケサル』を保存しているから，説唱芸人の白眉として，そして『ケサル』叙事詩の
生きた化石として，我々が調査すべき主要な対象である。
②聞き覚えの芸人
　「聞き覚えの芸人」はチベット語で「トェドゥン」（thos　sgrmg）と呼ぶ。聞いて会得した芸
人，という意味である。つまり彼らは，他の芸人の説唱を聞くことによって，あるいは『ケサル』
の本を読むことによって，説唱ができるようになった芸人である。こめグループの芸人はかなり
多く，芸人の総数のほぼ半数以上を占める。多い者で3部から4部を説唱することができ，少な
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い者では1部，2部のみであるし，なかには，いくつかの部のハイライトだけを説唱できる者も
いる。
　トェドゥンの場合，『ケサル』が流伝している地域に暮らし，叙事詩が説唱される環境のなか
で長いこと日常を送っているうちに，芸人の説唱を模倣しだすのである。彼らは，自分が叙事詩
を学んで身につけたことを，いささかも包みかくそうとはしない。たとえば雲南省迫慶州の何人
かの芸人，ナクツェチェン（納古次称）・和明遠（チベット名はケサントントゥプ（格桑頓珠）・
アワンジンブ（阿旺群侃）らは，みな自分が芸人の説唱を聞いて学んだと称し，芸人らは多くチ
ベットの昌都などからやってくること，そのおおかたは徳欽県の太子雪山へと巡礼にくるのだと
いうこと，これによって『ケサル』がこの土地にもたらされたのだということを話す。青海省に
も，この種のグループに属する芸人が少なくない。たとえば同仁県の盲目の芸人リジャ（李加）
や，尖札県のタンチェンジャ（丹正加），貴徳県のケンポツェリン（湛布才仁）などが，これに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デルゲあたる。貴南県の有名な芸人サントゥタシー（桑斗札西）は，かつて四川省徳格地区で出家し，
数年間を僧として過ごしたときに，その地で叙事詩『ケサル』を説唱することを学んだ。彼は還
俗して帰郷すると，すぐに説唱を始めた。1950年代末期に青海省で大規模におこなわれた「早急
に『ケサル』を救え」の活動にも彼は参加し，めざましい成果を挙げた。
　トェドゥンのなかの一部の者は，ある程度の教育を受けている。こうした芸人たちは，チベッ
ト文を理解して他人の説唱を聞きとると同時に，みずから各種の写本・木版本を読んで，より多
くの内容を学びとることができる。しかしながら，結局のところこうした者は少数で，トェドゥ
ンの大部分はやはり字を知らず，記憶のみを頼りに『ケサル』を覚えこむのである。彼らの生活
はかなり貧しいのではあるが，大半は説唱を生業とせず，別の生活手段によって暮らしている。
ただし，生活が切迫して零落し，『ケサル』を説唱することを物乞いの手段としていた者もいな
いではない。青海省果洛州のツェテンジァ（才旦加）は幼いときに父母を失い，あちこちに放浪
しながら，ハラ（タルバガン。一種のリス。）を捕獲して生活していた。人からは卑しい者であ
ると見られ，飢えと寒さに脅かされながら日を送った。彼はのちに叙雫詩『ケサル』の吟唱を覚
え，牧民のテントを訪ねて説唱して恵みを乞うと，いくばくかの食べ物を得て飢えを満たすこと
ができた。彼は聡明であり怜側でもあったので，『ケサル』を吟ずれば吟ずるほどうまくなり，
牧民から喜ばれて歓待された。こうするうちに，説唱を生きる手段とする生活が始まり，果洛州
の解放の日を迎えたのである。
　「聞き覚えの芸人」の多くは，人々に最もよく知られ，かつ好まれる叙事詩の初めの何部かを
説唱する。それは「天の山峰での占い」「英雄の誕生」「駒くらべをして王と称す」「北の魔王を
退治する」「ホルとリンの戦い」などで，叙事詩『ケサル』のなかでもひときわ精彩をはなつ部
分である。トェドゥンは広大なチベット族地域にあまねく分布し，またその数も多く，活動範囲
も広いので，以上の章部はチベット族のなかによく浸透している。彼らの説唱は，人々の精神生
活と娯楽への需要を満足させ，きわめてよい作用をも牟らすとともに，『ケサル』の保存と伝播
にもまた大きく貢献している。
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③掘歳の芸人
　「掘蔵の芸人」は，チベット語で「テルドゥン」（gter　Sgrung）と言い，工埋蔵品を掘り出す者
を意味する。「掘蔵」はチベット仏教のニンマ派の述語で，ニンマ派が尊崇する蓮華生（＊パド
マサンバヴァ）が伝えた古派密教の真言，あるいは先人が埋蔵した知識を発掘することを指し，
著名な掘蔵師が少なからずいる。宝蔵（ここには精神を導く宝が多くしまわれている）を発掘で
きる人には「鋭根」があるとされ，彼らは前世において蓮華生が経典を講ずるのを聴いたことが
あるか，あるいは蓮華生によって加持された経験をもつかであるといわれる。それゆえに彼らは
常人と異なり，他人の感じることのできない何かを感じとることができ，他人の見ることのでき
ない物（物とは，ここでは経典を指す）を見ることができる。ニンマ派において，ケサルは蓮華
生と三宝が一体となった化身であるとされており，『ケサル』の物語によって人々を調伏教化で
きると考えられている。このため彼らは，ケサルを信仰し，かつ愛好することとなり，ついには
『ケサル』を発掘する掘蔵師が現れて，埋蔵されてきた物語『ケサル』を発掘すると称するよう
に’なった。
　テルドゥンの数は多くはなく，主にニンマ派が広く伝播している地域に分布している。四川省
カンゼ　　セ　タ甘孜州色達県のクンサンニマ（根桑尼踊）は，ニンマ派の世襲的大掘蔵師のひとりである。彼が
発掘して筆記した『ケサル』の写本は，甘孜州・果洛州において広く人々に伝えられ，さらに転
写されている。聞くところによれば，「コンテランの山羊」の宗（Kong　the　rang　ra　rd．o㎎）は，
　　アムネマチン彼が環沁雪山に巡礼に登ったとき，一塊の石のなかから発見されたとのことである。このとき得
た啓示によって，のちに物語が筆記されるのであるが，この類の掘蔵を「物蔵」（ゼェテル
rdzes　gter）と呼ぶ。つまり，『ケサル』が物質中に埋蔵されていたのを，人が発掘したことを意
味する。ほかに「コンテル」（dgo㎎s　gter）と呼ばれる一類があり，こちらは，人の意識のなか
に現れてきた思念をもとに，あとで筆記してできあがるものである。果洛州の若い芸人グシギェ
ンッェンは，まさにこの事例を示す者で，彼は総数120部の『ケサル』の目録を著し一その後わ
ずか一年の問に，このなかの3部を書きおえてしまった。彼によれば，蓮華生やその高弟が後世
の人々のために『ケサル』の物語を残し，それが宇宙と霊魂の世界のなかに埋蔵されていて，た
だ「掘蔵の芸人」のみが，それを悟り，かつ発掘することができるのだという。
　青海省『ケサル』研究所は，「掘蔵」’の高僧が筆記した『ケサル』の一本を秘蔵している。題
して『トモ＝リン国の世系』（Kh．o　mo　gLi㎎gi　skye．ad　b．hug　so）と言い，作者ペマダワドルジェ
（白環熱畦多吉）は本の末尾に，この書の発掘と完成の経過を叙述している。それによれば，彼
は馬沁雪山のふもとで空行母の三回の預言を感じ，トルコ石のような色をした紙に書かれた字を
見つけ（12），書きたいという欲望にかられた。そこで神山璃沁を守護神として，想念に浮かんだ
ことを筆記し，この書を完成した。この書を著すことは，同時に世界に平安をもたらし，厄災を
消して病気を癒し，ついには彼岸への到達へと導くものである，とも彼は書いている。
　「掘蔵の芸人」の手になる叙事詩の写本には，次のような特徴がある。まず，彼らは説唱芸人
と違い，筆を手にして叙事詩を筆記する。説唱をする者もいるが，それは本を書きおえたあとで，
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それをもとにして読み語るのである。特徴の第二は，筆記の形式が一般の写本と異なることであ
る。その形式は埋蔵経典とよく類似しており，なかに号の符号があったり，末尾に「秘密を保て」
（sa　ma　ya’），「口を閉ざせ」（kha　tham）などの語が置かれたりする。特徴の第三は，文章が優
美であり，文語が比較的多く，そのなかに完成度の高い奥深い教えが差し挟まれることである。
その一方で，物語はむしろ簡略化され，なかには物語の趣きが薄い本もある。総じてこれらの本
は宗教色を濃厚にたたえ，筆記文学の色彩を帯びている。もちろんこれらの特徴は，作者の宗教
性および教育水準と直接に関わるものである。
④読み語りの芸人
　「読み語りの芸人」はチベット語でテンドゥン（dan　sgrung）と呼ぶ。この芸人たちは，みな
ある程度の教育水準にあり，少なくともチベット文の読み書きをする能力をもっている。彼らは
『ケサル』の本を携えて，人々に声を出して読みきかせる。読みきかす際に用いるのは，人々の
間に多く流布している写本や木版本である。新中国の成立後，大量に印刷された『ケサル王伝』
がずっと発刊され続けているから，彼らの読み語りのレパートリーも，どんどん増えている。彼
らは本をそのまま読むので，「脚本どおりにしぐさをする」のたとえのように，説唱の内容や展
開は，えてして千篇一律とならざるをない。そこで聴衆に喜ばれるために，曲調に抑揚をつけて
工夫をこらす。テンドゥンは，『ケサル』の伝統的な曲調を継承するだけでなく，チベット族の
民謡の曲調のエッセンスも採り入れて，『ケサル』の曲調に豊かさと系統性を加えつつある。昌
都地区江達県のタシン（塔新）はすぐれた「読み語りの芸人」であり，48種類の異なる曲調を用
いて語りきかせることができる。そのうえ，よく響いて張りのある彼の美声は，土地ではたいへ
んな人気である。以前に四川人民放送局に依頼されて録音にとり，全国に向けて放送したことも
ある。
　青海省玉樹地区は，「読み語りの芸人」が集中している土地である。そこでは，チベット語を
読める者であれば，基本的に全員が，叙事詩を吟唱することができる。玉樹地区には80種類の曲
調が伝わっており，ある芸人などは，叙事詩中の主要な登場人物ごとに特定の曲調を付け，白分
独白のバージョンを作り上げてしまっている。ここに，民間芸人の音楽の資質の高さと芸術に対
する造詣の深さを見ることができよう。この土地の人々がある芸人の優劣を評価するときには，
彼の話す物語が精彩をもつか否かということと同時に，曲調の種類やその変化がいかに多彩かと
いうことも，非常に重要な要素とされる二人々が最も嫌うのは，百の歌を一つ調子で唄う手合い
の歌唱法である。
　甘孜州の徳格県に住む55歳の女芸人トゥモラツォ（卓馬拉措）は，その土地ですこぶる人気の
「読み語りの芸人」である。小さいときから好んで説唱し，またその声がなめらかで美しいので，
人々はいつも彼女の家に集まったり，彼女を白分の家に招いたりして，その説唱に聴きいる。彼
女は『ケサル』。のあらゆる箇所を語り慣れていて，ただ本でその部分を探して手にするだけで，
すぐさま説唱することができる。この土地の人々は，彼女の声と曲調がこれほどすばらしいのだ
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から，以前に四川人民放送曲でその説唱が放送されたことも，そして遠くインドにいる彼女の同
郷人が，放送を聴くなり，それが彼女の声とわかったということも，不思議ではないとしている。
　「読み語りの芸人」の多くは，甘孜・玉樹など，交通が比較的発達し，文化的教育の条件がか
なり整った地域に居住している。チベット族居住地区の振興発展と文化的教育事業の充実にとも
ない，このタイプの芸人は，つねに増加しつづけている。今後も，チベット語を読めるより多く
の若い叙事詩愛好家が，「読み語りの詩人」の列に加わることになるだろう。
⑤円鏡の芸人
　「円鏡の芸人」は，チベット語で「タパ」（prapa）と呼ぶ。円鏡とは，もともと巫師や神お
ろしが用いる占いの一方法である。呪文の力を借り，銅鏡や親指の爪をとおして，占い師は答え
を得たいと念じる。円鏡を操る者の目は普通の者の目と異なるとされ，これを「タミ」（pramig）
という。円鏡の助けを借りて，普通の者には見えない図像や文字を見ることができ，ときには，
一杯の清水や親指の爪で占いもする。「円鏡の芸人」とは，つまり銅鏡のなかに『ケサル』の文
字を読みとり，それを筆記して説唱する者のことなのだ。現在までに筆者が実地調査したかぎり
では，ただひとりの「円鏡の芸人」しか発見できなかった。その人物は，チベットの昌都地区
リウオチェ類烏斉県に住む76歳のカチャチャパ＝アワンギャムツォ（†察礼巴＝阿旺嘉措）である。ここ数
年間で彼は，すでに銅鏡の助けを借りて9部の『ケサル』を書きおろした。そのうち『ディカル
（底嘆ホ）』の上・申2部は，すでにイェシーワンモ（益西旺婚）により校訂されて西蔵人民出
版社から発行され，ほどなく下部も出版されることになっている。彼はほかにも，銅鏡をとおし
て人の八卦や吉祥を占うので，旧社会にあっては，昌都のチベット政府の支配層に重く用いられ
た。そして今にいたってもなお，人々のあいだに多大な影響力をもっている。
　「円鏡の芸人」が濃厚な神秘色をまとうことは，やや原始的なチベットの宗教と関係がある。
チベットの旧社会にはこうした人物がいたといわれるが，新中国が成立して40年がたった今も，
この種の芸人にまれにお目にかかる。今のところ，我々は円鏡の技についてさほど深く研究して
いるわけではない。したがって，これについて解釈をくだすことはきわめて困難である。だが，．
その円鏡の技についてはひとまず置くとしても，カチャチャパ老人の手になる『ケサル』は，一
見して人をうならせるものがある。昌都政治協商会議のメンバーである知識人ペマドルジェ（白
璃多吉）も，この老人の写本の水準の高さを賞賛する。文学の造詣が深い人でさえも，この老人
はなぜこんなにも早く創作できるのか，といぶかしむほどであるから，一般の人々にしてみれば，
カチャチャパ老人はやはり非凡な人物と映るのである。
　上記の五つのグループのほかにも，チベットにはまだ「芸人ならぬ芸人」一叙事詩の愛好者
たち　　がいる。彼らのうちのある者，たとえは青海省果洛州のアンチェンドルジェ（昂欽多傑）
のように，叙事詩の内容にもとづいて『ケサル』の新しい章部を書き，それが民聞で転写されて
流伝しているという者や，青海缶玉樹州のフトカ（布特嘆）（13）のように，芸人の説唱を記録し
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て筆記本を作り，さらには民間の写本を整理して転写し，それらの本を販売して生計を営む者も
いる。彼らも説唱芸人と同様に，叙事詩『ケサル』の継承と発展に重要な役割を果たしている。
　『ケサル』芸人の研究は，中国にとって新しい研究領域である。それは『ケサル』研究の重要
な一環であるばかりでなく，文化人類学・民族学・民俗学・心理学など多くの学問分野において
も重要なテーマであろう。我々は，芸人の研究の進展にともなって，叙事詩研究がより深まるで
あろうことを信じている。
註
（1）安多地区と康地区を指す。主として，甘粛省では甘南チベット族自治州が，青海省では貴徳など海南
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カンゼ　　アペイ　チベット族自治州・黄南・玉樹・果洛の各チベット族自治州が，四川省では甘孜・阿貝の両チベット族
　　　　　　　　　　　　　　　カ。リ　　ナクチュカ　チャムド　自治州が，チベット自治区では阿里・那曲・昌都などの地区が，雲南省では適慶チベット族自治州が
　これに該当する。
（2）この記録は，W．ハイシヒが整理して序を加筆し，1984年に西ドイッから出版した。
　＊Heissig，W．（ed．）：Gθw肋肋α一伽，D㎝伽批∫伽肋γ∫舳んg21α∬舳〃㎝μoγ（Tψ〃）一〃∫づ㎝d召8
　Gθw一助o∫伽8λ榊伽（Wiesbaden，1980）か。1984年に同様の別書があるかも知れないが，訳者の調
　査が及ばなかった。
（3）拙稿「槍をもつラマ　　トゥー族芸人探訪記」（『ケサル研究（格薩爾研究）』第3期，中国民間文芸
　出版社，1988年）を参照。
（4）王興先「トゥー族の叙事詩『ケサル＝ナムタル』についての考察」（註（3）書）を参照。
（5）拙稿「トゥー族地区に流伝するケサル物語に関する調査報告」（『民族文学研究』1987年第3期）を参
　照。
（6）　『ケサル』は，モンゴル族・トゥー族・チベット族にも流伝しているほか，ユーグ族・プミ族中にも
　流伝しているが，この状況については，いまだデータが整っていない。
（7）　トゥー族の『ケサル』については，拙稿「トゥー族地区に流伝する『ケサル王伝』について」（『ケサ
　ル研究』第3集，中国民問文芸出版社，1988年）を参照。
（8）モンゴル巴林右旗の『ケサル』説唱芸人であるサンプラ＝ノロプ（65歳）の例を挙げておこう。彼は
　9歳のときから，同じ村の半身付随の老芸人タオクシュ（陶克涛）について説唱を学んだ。教本は藁紙
　に毛筆で書かれたもので，積み重ねると人が座ったくらいの高さになった。師付はいつも持ち出してき
　ては読んでいたが，惜しいことに，文革のときタオクシュの孫が，この本を麻袋に入れて空井戸に投げ
　棄ててしまった。現在サンプラが説唱する叙事詩は，まさに師付が伝えてきたこの教本の内容にもとづ
　くものである。彼はすでに，自分の説唱の全部分を120章の記録にまとめ，全国の『ケサル』研究所の
　保存に供した。
（9）チベットの那曲地区の老芸人アタル（阿達爾）（78歳）は，芸人とシャーマンの両職を一身に兼ねた人
　物である。彼は，その土地で非常に有名な説唱芸人であり，かつて那曲にいた旧チベット政府の役人の
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　　ために『ケサル』を説唱し，その記録が文字として記録されている。そしてまた彼は，この土地の人々
　　から「パウォチェンポ」（dPa’bo　chen　po）と呼ばれ，その名は遠近に響いていた。1987年8月の説唱
　　芸人のコンクールの折り，筆者は彼の家で，彼がカタ（＊チベットで神仏や賓客に捧げる儀礼用の布）
　　を用いて牧民の「病気を吸い取る」作法をとりおこなう全過程を実際に目にした。
　　＊パゥォチェンポは，字義どおりには偉大なる勇者といった意味であるが，ある種の薬草をこの名称で
　　呼ぶと言われ〔張恰主編『蔵漢大辞典』：p．ユ626〕，この医と呪をおこなう人物が，どちらのニュアンス
　　を以てこの呼称を与えられたかは一考を要する。
（10）　4部とは，astagshalrdzong，thogglingg－yuドgyed，phig1ingg－yu1lgyed，gnamthe1gterrdzongで
　　ある。第4部はまだ録音が完了していない。
（11）夢のなかで神からお告げを得ることについては，拙稿「ケサル芸人における“夢の神託”の実体，そ
　　の他について」（『民間文学論壇』1986年第1期）を参照。
（12）一片の細長い紙の上に，チベット文で“sngags　bsnyen　pad　ma　rol　ba．i　bdzra”と書いてあった。
　　＊「真言を修する蓮華の化身のbd．ra（不明）」
（13）拙稿「『ケサル』写本を伝える一家」　（『ケサル研究』第4集，内蒙古大学出版社，1989年）を参照。
訳出上の註と凡例
＊ユ）本文・註における＊印以下の部分は，訳者が挿入した。
＊2）原文のチベット語の綴字には，あるいは誤りではないかと思われる箇所があったが，これを訂正する
　　　ことは訳者の能力を超えるため，やむなく原文のままとした。照会の機会を得たいと願っている。
＊3）原文では地名・人名とも漢字表記となっている。地名のうち，チベット語・モンゴル語読みが一般的
　　　であると思われるものについては，初出箇所でルビをふった。人名は原則的にカタカナによる音表と
　　　したが，漢字音からの類推であるため，誤りを含むのではないかと恐れている。一切の責任は訳者が
　　　負うものである。なお，以上の作業にあたっては，筑波大学大学院地域研究科に所属されるサイン氏
　　　の協力を仰いだ。深く感謝する次第である。
＊4）　『ケサル』叙事詩については，多くの研究が発表されているが，金子英一「ケサル叙事詩」（長野泰彦・
　　　立川武蔵編『チベットの言語と文化』冬樹社，1987年，408－427頁）は，これまでの研究成果を総覧
　　　する意味で有益である。また，君島久子『ケサル大王物語』（筑摩書房，1987年）によって，この英
　　　雄伝説はわが国でも広く知られるようになった。同書には櫻井龍彦による解説が付されており，本論
　　　文で扱われた説唱芸人についても触れられている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（訳　乙坂智子／筑波大学大学院歴史・人類学研究科）
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